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   ５Ｇってなあに？ 

◆第５世代の通信規格／高速・大容量で用途拡大 
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 Ｑ－どんな意味かな。 

 Ａ－携帯電話など移動通信の新しい規格で、

５ＧのＧは Generation（世代）を表しています。

つまり「第５世代の移動通信システム」です。 

 Ｑ－１Ｇ～４Ｇもあるの。 

 Ａ－１９８０年代に登場した１Ｇはアナログ

の音声通話でした。その後２Ｇではデジタル化

されメールができるようになりました。３Ｇでは各国ばらばらだった規格が統一されて一

つの端末を世界中に持ち歩けるようになり、同時に通信速度が上がりました。２０１５年か

ら始まった４Ｇはスマートフォンに対応して、通信ができるデータの量とスピードがさら

に向上し、例えば動画がスムーズに見られるようになりました。 

 Ｑ－５Ｇはこれまでと何が違うの。 

 Ａ－今までほとんど使っていなかった周波数の電波を使えるようにすることで、４Ｇよ

り多くのデータ量を今の１００倍以上のスピードで送ることが可能になり、約２時間の動

画を３秒でダウンロードできると言われています。 

 また、今は接続が集中すると動画が止まったりすることがありますが、多くの端末が同時

に接続しても安定的に通信ができるようになります。２０年のサービス開始に向けて開発

や準備が進められています。県は利活用に向けた検討を始めます。 

 Ｑ－どんな活用ができるかしら。 

 Ａ－多数の端末の同時接続によって、あらゆるものがインターネットにつながるＩｏＴ

の動きが加速し、いろんな仕事の現場で効率アップが進むでしょう。また、スマホやタブレ

ットを使って、スポーツやイベントのライブ中継を大勢の人が同時に高画質映像で楽しむ

ことも可能になります。 

 高速化によってデータを送る側と受ける側との時間差がほとんどなくなるので、自動運

転や遠隔医療といった、わずかな時間の遅れが命にかかわるような分野でも活用が期待さ

れています。 
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